
仙台防災未来フォーラム 2023

12 東北大学災害科学国際研究所
東日本大震災メモリアルシンポジウム 2023

2023 年 3 月 4日（土）
10:00 ～ 12:00

東日本大震災以後、とりわけコロナ禍という特異な社会環境にある現在、災害時の人びとの生命、
身体的・精神的健康を支える医療や避難所体制の進化を多角的視座から論じこれからの被災者支援の
あり方について理解を深めます。

第 1部：新型コロナウイルス感染症の 
                                  　過去・現在・未来

第 2部：コロナ禍でも被災者の生命、
　　　　身体的・精神的健康を支える！

「コロナ禍における医療体制提供のためのDXの実践」
　中村 直毅 准教授（東北大学病院）
「コロナ禍における被災者の感染症対策」
　児玉 栄一 教授（災害科学国際研究所）
「コロナ禍、戦禍におけるメンタルヘルス」
　國井 泰人 准教授（災害科学国際研究所）
「歴史からみる感染症流行と社会対応」
　蛯名 裕一 准教授（災害科学国際研究所）

参加申し込み・お問い合わせ お申し込み締め切り：2023 年 3月 3日（金）12:00 必着

被災者の生命・健康を守る
3.11 後の進化
被災者の生命・健康を守る
3.11 後の進化

東北大学災害科学国際研究所 広報室
　ウェブフォームからお申し込み：https://forms.gle/
　電話・FAX・メールでのお申し込み：
　お名前（ふりがな）／ご所属またはご職業／メールアドレス／ご連絡先電話番号／
　会場参加 または オンライン参加　をお書きください。
 　電話 : 022-752-2049　FAX: 022-752-2013　Email: memorial@irides.tohoku.ac.jp

会場：仙台国際センター
　　　 展示棟展示室３－B
　　　 （オンライン同時配信）

この 3年間、日本社会は対応に不慣れな新興感染症に
接し、社会制度、医療体制を都度変更してきました。
コロナ禍初期と現在ではウイルスの性質、対応も大きく
異なっており、改めてこの3年間の社会変遷、これから
の新興感染症との付き合い方について、政府の新型
コロナウイルス感染症対策分科会委員として第一線を
担う専門家より分かりやすくご解説いただきます。

基調講演：「新型コロナウイルス感染症の
　　　　　　　　　これまでとこれから」
押谷 仁 教授（東北大学医学系研究科）



基調講演　「新型コロナウイルス感染症のこれまでとこれから」 
　　押谷 仁  教授（東北大学大学院医学系研究科）

トークセッション
　千田 浩一  教授（災害医学研究部門 災害放射線医学分野）を聞き手として、会場やウェブなどからの質問を
　交えつつ、新型コロナウイルス感染症への理解を深めていきます。

被災者の生命 ・ 健康を守る 3.11 後の進化被災者の生命 ・ 健康を守る 3.11 後の進化
東日本大震災メモリアルシンポジウム2023東北大学災害科学国際研究所

話題提供
　①「コロナ禍における医療体制提供のためのDXの実践」
　　　中村 直毅  准教授（東北大学病院メディカル IT センター）
　②「コロナ禍における被災者の感染症対策」
　　　児玉 栄一  教授（災害医学研究部門 災害感染症学分野）
　③「コロナ禍、戦禍におけるメンタルヘルス」
　　　國井 泰人  准教授（災害医学研究部門 災害精神医学分野）
　④「歴史からみる感染症流行と社会対応」
　　　蝦名 裕一  准教授（災害人文社会研究部門 災害文化アーカイブ研究分野）
パネルディスカッション：コロナ禍における多角的な被災者健康支援
　コーディネーター：森口 周二  准教授（災害評価・低減研究部門 計算安全工学研究分野）

10：50　     　　    休　　　　憩

東北大学災害科学国際研究所 所長　今村 文彦10：00 　開会の挨拶 

東北大学災害科学国際研究所 副所長　丸谷 浩明11：55 　閉会の挨拶 

総合司会：佐々木 宏之  准教授（災害医学研究部門 災害医療国際協力学分野）

2023年 3月 4日（土）
||会場 ||仙台国際センター
2023年 3月 4日（土）
||会場 ||仙台国際センター

■ tel  ：022 - 752 - 2049（広報室）　■ email：memorial@irides.tohoku.ac.jp主催： 東北大学災害科学国際研究所

10：05　第１部 新型コロナウイルス感染症の過去・現在・未来

11：00　第 2部 コロナ禍でも被災者の生命、身体的・精神的健康を支える！
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